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行
政
の
垣
根
を
超
え
た

「
オ
ー
ル
種
子
島
」
に
よ
る
島
づ
く
り

―
地
域
人
材
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
交
流
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
提
供

《
団
体
名
》  

種
子
島
大
学
実
行
委
員
会
（
鹿
児
島
県
南
種
子
町
）

《
事
業
名
》  

地
域
資
源
活
用
人
材
育
成
事
業
「
種
子
島
大
学
」

じ
熱
量
や
目
線
で
事
業
に
向
き
合
え
な
い
面

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
互
い
に
行
政
区

の
壁
を
意
識
し
て
し
ま
い
、
一
体
感
を
失
う

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
、
種
子
島
全
域
の
住
民
が
フ

ラ
ッ
ト
な
関
係
で
連
携
で
き
る
体
制
を
、
民

間
主
体
で
構
築
し
て
い
こ
う
と
、
新
た
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
種
子
島
大
学
実
行
委
員

会
（
以
下
、
種
子
島
大
学
）」
を
平
成
三
〇
年
に

設
立
し
ま
し
た
。
種
子
島
大
学
は
、
種
子
島

で
よ
り
楽
し
く
幸
せ
に
過
せ
る
よ
う
島
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
こ
と
を
理
念
に
「
住
民
の

主
体
性
」
と
「
広
域
連
携
」
を
重
視
し
た
運

営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
た
め
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
確
保
・
維
持
す
る
「
主

体
性
の
確
保
に
よ
る
内
発
的
動
機
づ
け
」
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
種
子
島
大
学
に
は
校
舎
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
自
治
体
の
枠
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
島
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
そ

こ
に
住
む
人
々
を
ス
タ
ッ
フ
や
受
講
生
と
し

て
「
オ
ー
ル
種
子
島
」
の
旗
印
の
下
に
活
動

し
て
い
き
た
い
か
ら
で
す
。

種
子
島
大
学
実
行
委
員
会
事
務
局
長　

小
早　

太

鹿児島

種子島

屋久島 40km

種子島：鹿児島市の南方115km、大
隈半島南端から約40kmにある島。
面積444.30km2、周囲169.6km、人口
28,387人（令和2年6月末日現在）。ポ
ルトガル人による鉄砲伝来や、宇宙セ
ンター基地の島として知られる。サー
フポイントが多く点在。サーフィンの
聖地としてプロの大会も開催される。

種
子
島
大
学
の
設
立

　

鹿
児
島
県
種
子
島
は
一
市
二
町
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
五
年
前
に
移
住
し
た
私
は
、

住
居
の
あ
る
南
種
子
町
だ
け
で
は
な
く
、
島

全
域
の
地
域
活
性
化
事
業
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
、
優
秀
な
地
域
人
材
が

い
る
の
に
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
現
場
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
既

存
の
広
域
事
業
で
は
、
自
治
体
ご
と
に
取
り

組
み
に
対
す
る
温
度
差
が
あ
り
、
住
民
が
同

離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事
業��

令
和
元
年
度
優
良
事
例
報
告�

②�
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タ
ー
の
歴
史
や
ロ
ケ
ッ
ト
の

技
術
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
、

普
段
は
関
係
者
し
か
入
れ
な

い
専
用
の
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
な

ど
の
施
設
を
見
学
す
る
も
の

で
、
四
〇
名
の
受
講
生
を
は

じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
満
足
度

も
非
常
に
高
い
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
開
講
し

た
「
お
茶
講
座
」
で
は
、
生

産
者
組
合
と
鹿
児
島
県
熊く
ま

毛げ

支
庁
の
皆
さ
ん

を
講
師
に
、
種
子
島
の
お
茶
の
歴
史
や
茶
葉

の
栽
培
・
収
穫
方
法
を
説
明
し
て
い
た
だ
い

た
上
で
、
荒あ
ら
ち
ゃ茶

工
場
の
見
学
や

お
茶
の
淹
れ
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
一
五
名
の
受
講
生
は
、

種
子
島
が
県
の
近
代
茶
業
発
祥

の
地
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
地

域
の
魅
力
を
再
確
認
で
き
た
と

同
時
に
、
郷
土
愛
も
深
ま
っ
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
講

座
の
開
講
に
際
し
て
は
、
組
合

の
皆
さ
ん
に
農
作
業
の
ス
ケ
ジ

地
域
資
源
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
各
講
座

　

種
子
島
大
学
で
は
種
子
島
の
地
域
資
源
を

学
ぶ
講
義
を
年
間
一
七
講
座
開
講
し
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
、
島
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
・

産
業
・
食
・
芸
術
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
講

師
と
し
て
島
内
外
の
各
分
野
に
秀
で
た
方
々

を
お
招
き
し
て
い
ま
す
。
平
成
三
〇
年
度
と

令
和
元
年
度
に
離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事

業
を
活
用
し
、
種
子
島
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
や
講
師
の
招
集
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

人
気
の
高
い
講
座
の
ひ
と
つ
に
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）と
連
携
し
た「
宇

宙
講
座
」
が
あ
り
ま
す
。
種
子
島
宇
宙
セ
ン

ュ
ー
ル
を
調
整
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
人
手

や
労
力
が
か
か
り
ま
し
た
。
毎
年
の
実
施
は

難
し
い
た
め
、
今
後
は
隔
年
で
開
講
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
本
講
座
は
、
終
了
後
、
お
茶
の
産
地

と
し
て
種
子
島
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
地
域
資
源
を
活
用
す
る
民
間
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
発
展
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
島

で
の
み
栽
培
さ
れ
る
極ご
く

早わ

生せ

希
少
種
茶
葉

「
松し
ょ
う
じ
ゅ寿
」を
Ｐ
Ｒ
し
、
種
子
島
茶
の
消
費
拡

大
を
促
進
す
る
も
の
で
、
一
一
一
年
の
歴
史

を
持
つ
お
茶
農
家
「
松
寿
園
」
と
、
平
成

二
九
年
に
誕
生
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造

種子島宇宙センターのロケット射場を見学
する受講生たち。

令和元年開講の「意外と知らない種子島茶の世
界」では、お茶農家「松寿園」さんから収穫方法
を学んだ。

おいしいお茶の淹れ方に挑戦する受講生。
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を
持
つ
方
々
が
活
躍
す
る
機
会
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
「
地
域
人
材
が
個
々
の
能

力
を
発
揮
で
き
る
体
制
」
で
、
持
続
可
能
な

事
業
モ
デ
ル
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

種
子
島
大
学
設
立
の
初
年
度
か
ら
人
材
育

成
基
金
を
活
用
で
き
た
こ
と
は
、
順
調
な
事

所
「
ブ
ル
ワ
リ
ー
か
ら
は
な
」、
種
子
島
大

学
が
連
携
し
て
地
ビ
ー
ル
の
企
画
・
製
造
・

販
売
を
進
め
た
も
の
で
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
活
動
資
金
を

募
り
、
目
標
額
を
上
回
る
三
八
万
八
〇
〇
〇

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
新
商
品
「
種
子
島
に

し
か
な
い
稀
少
種
松
寿
使
用
・
日
本
一
は
や

い
新
茶
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」
が
完
成
し
た

際
に
は
、
生
産
者
と
消
費
者
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
皆
で
祝

福
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
は
島
の
地
理

的
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
で
き
る
可
能
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

地
域
人
材
が
能
力
を
発
揮
し
、

持
続
可
能
な
事
業
モ
デ
ル
の
確
立
を

　

昨
年
の
初
め
ご
ろ
よ
り
、
専
門
家
の
方
々

か
ら
助
言
を
い
た
だ
け
る
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
経
済
産
業
省
主
催

「
ふ
る
さ
と
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
」
に
私

が
参
加
し
、
地
域
内
外
の
人
材
交
流
や
仲
間

づ
く
り
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受

講
、
専
門
家
の
助
言
を
参
考
に
、
島
で
自
治

体
・
商
工
会
・
観
光
協
会
・
議
員
な
ど
に
対

し
て
人
材
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ

い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
昨
年
は
、
駒
沢
女
子
大
学
の
鮫さ
め

島し
ま

卓た
く

准
教
授
な
ど
を
招
き
、「
種
子
島
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

す
る
な
ど
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

種
子
島
大
学
の
運
営
に
費
や
す
時
間
は
増
え

ま
し
た
が
、
地
域
人
材
が
活
躍
で
き
る
組
織

体
制
の
強
化
に
向
け
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

種
子
島
大
学
は
、
地
域
内
外
・
広
域
人
材

交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
少
し
ず
つ

成
長
し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
広
域
で
取
り
組
む
方
が
望
ま
し
い
と
思

わ
れ
る
各
自
治
体
の
事
業
に
つ
い
て
、
私
た

ち
が
広
域
展
開
に
向
け
た
役
割
を
担
う
こ
と

も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
立
三
年
目
で
は

あ
り
ま
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
企
画
力

新商品「種子島にしかな
い稀少種松寿使用・日本
一はやい新茶のクラフト
ビール」。ラベルデザイ
ンは人気投票で決定。

■地域内外の人材交流ネットワーク

種子島大学

種子島大学講座

行政・団体 商品・サービス開発

自治体・商工会・観光協会など 農家・事業者など

地域内外受講生

地域資源を学ぶ

専  門  家

事業をサポート

広域連携 地域資源を活かす

官民広域連携
地域に新たな活力

講座から生まれる
商品・サービス

官民広域連携を
専門家がサポート

商品・サービス開発を
専門家がサポート
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い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
情
勢
下
で
定
着
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

活
用
し
、
全
国
の
離
島
大
学
と
国
内
外
の
受

講
生
を
つ
な
げ
、
観
光
Ｐ
Ｒ
・
定
住
支
援
・

特
産
品
販
売
促
進
な
ど
地
域
経
済
に
波
及
す

る
取
り
組
み
を
「
離
島
大
学
連
合
」
と
し
て

挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

■

業
展
開
が
で
き
て
い
る
大
き
な
要
因
で
す
。

資
金
面
は
も
ち
ろ
ん
、
助
成
を
受
け
た
こ
と

で
事
業
を
や
り
抜
く
責
任
を
意
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
も
手
探
り
状
態
で
す
が
、
専
門
家
の
助

言
な
ど
を
参
考
に
、
自
立
し
た
事
業
運
営
に

挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
住
民
や
島

　種子島大学実行委員会の活動は、民間の主導で、種子
島の1市2町の人材が協力し合いながら実践している点
に大きな特徴があります。離島人材育成基金助成事業事
務局では、本事例のように島内が一体となって事業に取
り組んでいただくことを望んでいますが、行政区画の違
いや住民の意識の壁などから、それが実現するケースは
あまり多くありません。
　本財団では、平成30年度と令和元年度の2年間にわた
り、種子島大学に対して助成をさせていただきました。
１年目は、自然や文化など多角的な視点から島を学ぶ

「たねがしま楽科」と、JAXAのロケット打ち上げ基地
が立地する特性に着目し、星空を学ぶ「星空ガイド楽
科」の2つの楽科（学科）を設置、複数の講座を開講し、
住民の皆さんに地元の価値を見直してもらいました。2
年目は、多様な文化を受け入れ発展させてきた島の先
人の知恵や理念を「種子島DNA」と名づけ、これを軸と
した地域内外・広域人材交流プラットフォームづくりに
取り組まれました。このほか、経済産業省主催の「ふる
さとデザインアカデミー」で広域連携のための体制づく
りを学び、専門家を招いての「種子島観光プロモーショ
ンシンポジウム」を開催、島の進むべき観光の方針を示
すなど、事業をステップアップさせてきています。
　種子島大学は、自治体の協力を得ながらもその枠にと
らわれることなく、住民が主体となり、公民連携による
島ぐるみでの地域づくりを実践している点、初年度の成
果を翌年度の事業に生かし、活動の幅を拡大させた点な
ど、他の地域も参考にしてほしい事例です。

を
愛
す
る
人
た
ち
と
と
も
に
、
島
の
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
コ
ト
を
紡
ぎ
な
が
ら
種
子
島
の
未
来

を
カ
タ
チ
づ
く
る
種
子
を
撒
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
構
想
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
島
に

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
「
離
島
大
学
」

を
設
立
し
、
連
携
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

小早　太 （こはや ふとし）

1972年、大阪府生まれ。デ
ザイン事務所「合同会社マ
イマイ企画」代表。2005年、
大阪から南種子町に移住
し、数々のまちおこし事業
に参画。グラフィックデザ
イナーとして地域デザイン
やコミュニティーデザイン
を手がける。

離島人材育成基金助成事業事務局より


